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1．本書のねらい
『Voices from Japan: ありのままの日本を知る・

語る』は、日本で生活している人々の生の声を収
録した、ディスカッション用の素材集である。

本教材は中級～上級レベルを対象としている。
本書は、働くこと、生き方、親子関係、結婚や教
育など、身近な話題を提供しているので、専門知
識がなくても、学習者が自分自身の経験と照らし
て、それらの問題について気軽にクラスメートと
話したり、考えたりできるように配慮してある。
また、内容もステレオタイプに陥らないように、
地域・登場人物・トピックに多様性を持たせるよ
う配意した。

学習者はこの教材に現れる内容をめぐって、ク
ラスメートと意見交換しながら、日本語によるコ
ミュニケーション能力を伸ばしていくことができ
る。また、本書が日本語能力ばかりでなく、それ
らの問題について、学習者がさらに考察し、問題
意識を持ち、展開させていく力を育むことの一助
となることができればと願う。

本書に登場する人たちの声は、インタビューあ
るいはＥメールの中から抽出したものであり、ひ
とつひとつを「Story（ストーリー）」という名称
で紹介している。著者は、このインタビュー取材
にあたって、本州は最北端にある下北半島から、
瀬戸内海に浮かぶ孤島まで、日本全国11 ヶ所を廻
り、これらのストーリーを収録した。インタビュー
の中には、ときに路上で前触れなく直撃的に行っ
たものもあるが、ほとんどは紹介者を通じて事前
に連絡をとり、家庭、大学の構内、職場、レスト
ランなどで行ったものである。

福島大学のキャンパスで放課後に会った4人の学
生とは、親子関係や自立、結婚や理想の相手につ
いて2時間にわたって意見を交わした。愛知県で
は、インドネシア人の夫を持つ日本人女性水田さ
んにお会いした。水田さんは日本でイスラム教徒
として暮らすことの難しさを切々と語ってくれた。
また、同じ愛知県に住む聴覚障害者のKazuoさん
とは、長期にわたりＥメールの交換をした。本書

は　じ　め　に

には、それらの文章の中からストーリー性のある
部分を抜粋して収録してある。東京では、難民と
して日本に定住したベトナム人フォンさんが、言
葉や親子関係について語ってくれた。

上記のように、ストーリーに表現される視点は、
とりわけ「日本的」というわけでもなく、個性豊
かで、国境を越えて多くの社会に共通する現代的
課題を含んでいる。著者は、学習者が触れる「文
化」とは、必ずしも日本の政治や歴史といった（従
来の「日本事情教育」で扱われてきたような）静態
的・体系的知識ばかりではなく、もっと動態的な
もの、すなわち自分たちと等身大の、血の通った

「人間」の営みや想いであるということに、この素
材集を通じて気づいてくれればと願っている。

本書では、生の話し言葉を本文に使っているた
め、内容が断片的になりがちで、言葉もたどたど
しく、言葉の形としても不完全であることが多い。
この意味で、日本語テキストとしては、従来にな
い新しい試みであるといえる。敢えてこのような
素材やスタイルを採用した理由は、論説やエッセ
イのような書き言葉に比べ、話し言葉は学習者を
身構えさせず、より短い時間で中心テーマに到達
できると考えるからである。この教材を通じて、
学習者は徐々にディスカッションへの自信を育て
ていくものと確信する。そして、自信がつけば、
表現力も自ずとついてくるはずである。日本語教
育の現場は、長い時間をかけて、著者にそのこと
を教えてくれた。

2．言語について
本書には、通常の教科書の会話文にほとんど登

場しないような、様々な話し言葉の特徴、例えば、
フィラー（意味を成さない音・言葉）、繰り返し、
言い換え、省略形、短縮形、方言、俗語、辻褄が
合わない不完全な文などを、そのまま残して収録
した。インタビューは、その音声をCDにまとめ、
原則として、本文は音声教材に沿ったものとして
残した。本書に収められたストーリーは、ネイティ
ブ・スピーカーが話す日本語も、必ずしも「理路
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整然として完璧なもの」ではないということを、
如実に示している。

3．本書の内容と構成
□登場人物紹介（プロフィール）

プロフィールに載せた写真と使用名は本人たち
の許可を得て、実物・実名を使用している。ストー
リーを読む前に、まず登場人物について、読んで
おくことをお勧めしたい。

□ Story （ストーリー）
合計41のストーリーは、次のような８つのテー

マにグループ分けした。各テーマの扉ページには、
それぞれのストーリーを通してさらに社会・文化
的に考察・発展させることができるようなフォー
カス・トピックを提示したので、参考にされたい。

  （story数）

テーマ1. 人生、働くことについて （7）

テーマ2. 家族について （4）

テーマ3. 結婚について （4）

テーマ4. 教育について （5）

テーマ5. 言葉について （5）

テーマ6. 若者と社会 （8）

テーマ7. 文化の狭間で （4）

テーマ8. 地域について （4）

ストーリーは、短いものは200字程度、長くても
1,000字弱である。長いインタビューからは複数の
ストーリーが生まれ、登場人物によっては、いろ
いろなテーマに繰り返し登場する。インタビューの
ほとんどはテープに録音したが、録音が不可能な場
合はメモ書きしたものを要約し、ストーリーにまと
めた。また、事情があって直接インタビューできな
かった人たちとのやりとりには、Ｅメールを使った。
本文に現れるストーリーは、次の4つの形式に分け
られる。

形式A インタビューされた人同士の会話

形式B インタビューされた人と著者の会話

形式C モノローグ

形式D Ｅメール文書

また、ストーリーの本文をふまえ、テーマの理
解を促すための質問、テーマを展開させるための
ディスカッション、インタビューやリサーチ・プ
ロジェクト用のトピックを提示した。
［StepⅠ：キーワード］［Step II：内容確認］［Step 

III：ディスカッション］［発展活動：リサーチプロ

ジェクト/インタビュープロジェクト/ディベート

/作文プロジェクト］［Word List］の順になってい
る。ストーリーによっては補足説明の［Note］が
つく場合がある。

□巻末　ディスカッション・発展活動一覧表
各ストーリーのディスカッショントピックや発

展活動を一覧で示した。

□音声教材（CD）
このCDは上記のストーリーのうち形式A, B, C

の生のインタビューをそのまま収録したものであ
る。そのため、スタジオで録音した音声教材とは
違い、背景の雑音や本人の話のスピードまたは音
質の点で聞き取り教材としては向いていない。登
場人物の声や話し方、インタビューの現場の雰囲
気をつかむために使用されたい。

4．本書の使い方
［Step I　キーワード］

どんな学習の場でも、学習者が身構えず不安や
緊張感を覚えないように、簡単な動機づけのアク
ティビティを通して「学習」が行われるようなコ
ンテクスト作りが大切である。そのための簡単な
ウォーミング・アップ用のアクティビティに、本
書では、キーワード（3単語要約）を起用した。

まず、ストーリーの中から、個々でキーワード
と思われる言葉を、学習者に3つ選ばせる。次に、
それを他のクラスメートと比べさせる。この2段階
の作業を通して、学習者は、少なくともそのストー
リーの中心テーマが何であるかを把握することが
できる。これは、学習者をストーリーに馴染ませ
るのに大変効果的なアクティビティであり、正解
も誤答もないため、学習者に焦りや緊張感を与え
ないよい方法である。
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［Step II　内容確認］ストーリーを理解する
Step 1の後、学習者にそのストーリーの内容に

ついて考えさせる。

［Step III ディスカッション ］　
　（意見交換：小グループ）

Step 2の後、トピックを使って、小グループで
ディスカッションをさせる。この段階では、自分
たちの経験や私見のみで十分である。グループディ
スカッションの後、必ず話し合った成果を口頭ま
たは書いてまとめさせることが大切である。

［発展活動］
　（課外または授業内タスク：個人またはグループ）

この発展活動のフォーマットは、課題の内容に
あわせてリサーチ・プロジェクト、インタビュー・
プロジェクト、ディベート、作文プロジェクトの4
つのタイプに分けた。課題の中には、個人的な経
験や意見をまとめるエッセイ（作文）方式のように
手軽に授業時間内でできるタイプと、ある程度の
日数をかけるプロジェクト･ワーク形式のものとが
ある。プロジェクトは、学習者が主体的に調査し、
その結果を1つの作品（口頭またはレポート）にまと
める学習活動である。そのためその事前の環境作
りが必要となってくるため、コースの全体シラバ
ス・期間の長さにあわせていくつか選び、組み込
むとよい。コースの目的に応じて活動に必要な言
語技能を適意に変えて使うこともお勧めしたい。

［凡例］
	 縮約形やカジュアルな表現や若者ことばを

	 表す。

	 地方の方言を表す。
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stor y

The Story

　

T R A C K

5

フォン：	 悲しいと言ったら、やっぱり家族の中でのもめ事
ごと

ですかね。うーん。

	 やっぱり、家族単
たん

位
い
で、まあいろいろ苦

く
労
ろう

してね、ここまで来たんで。

	 そこから、なんか、その中からちょっとしたもめ事とか、お互いの気持ちがちょっと

離
はな

れてくるとやっぱりちょっと悲しくなりますね。

インタビュアー：	うれしいことは？

フォン：	 うれしいことは…、そうですね、家族の中で誰か一人がいいこと起きた時とか。

インタビュアー：	やっぱり家族がすごく大事。

フォン：	 はい。

日本人の家族観
かん

について思うことー

フォン：	 たまに、なんか、あのー、親がスゴイ大事とかそういう話しとかすると、

	 う〜ん、ちょっとたまに食
く
い違

ちが
う意見とか、あったりしますね。

	 最初の頃は、私も会社終わったあとの金曜日は、もう、実
じっ

家
か
の方に帰るんですよ、

	 実家に帰るんで。

	 最初のころは、やっぱ会社の人たちが「フォンさんは、もう帰る場所は実家しかない

んだね。親しかないんだよね〜」みたいな。親が大事で何が悪いのかなあって思うん

ですけど。

	 まぁ、ベトナム人、みんながみんな家族を大事に思っているかどうかわかんないんで

すけど。どっちかというと、ベトナム人は日本人より（親を）思いますよね。うん、だ

からそこが違うから、彼女たちに話しても無理かなとか思って、あんまり話さないん

ですけど。

インタビュアー：	じゃあ、話合う人って、やっぱりなかなかいないでしょ？

フォン：	 そうですね。でも、中にも、日本人で親がスゴイ大事という人もいるんですよ。

	 やっぱり、いったん、あのー、自分の親から離れて、例えば、違う国に行ったりとか。

	 すごい大
たい

金
きん

払
はら

って留
りゅう

学
がく

させてくれたことですごく感
かん

謝
しゃ

してて、で、帰って来ても、

	 親孝
こう

行
こう

したいっていう日本人の友達もいます。

家族が一番大事
The family is the most important thing for me.

8
▶PROFILE

no.⑥➡ p.9
フォン
30 歳 / 品

しな
川
がわ

区
く
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ステップⅠ キーワード

ストーリーの中からキーワードを 3つ書き出しましょう。

ステップⅡ 内 容 確 認

1. フォンさんはどんな時に悲しく、どんな時にうれしいと感じますか。また、それはどうしてですか。

2. フォンさんは、会社の同
どう
僚
りょう
たちとどんなことで意見が食

く
い違
ちが
うと言っていますか。

ステップⅢ ディスカッション

1. あなたにとって一番大事な人はだれですか。また、それはどうしてですか。

2. あなたにとって親
おや
孝
こう
行
こう
とはどんなことですか。

3. 親の老
ろう
後
ご
は誰
だれ
が世話をするべきか、話し合いましょう。

発展活動  リサーチプロジェクト

親
おや
子
こ
関係・家族関係のあり方は、国や文化によってどのような違いがあるか調

ちょう
査
さ
・比

ひ
較
かく
し、報

ほう
告
こく
しま

しょう。

    Word List    

家族単
たん

位
い

 as a family  
もめ事

ごと
 trouble

家
か

族
ぞく

観
かん

 one’s view of what 
 a family should be 
食
く

い違
ちが

う to differ in opinion 
実
じっ

家
か

 one’s parents’ home
みんながみんな～ではない　　not everyone

大
たい

金
きん
（を）払

はら
う to pay a large sum of money 

感
かん

謝
しゃ

する to be thankful 
親孝

こう
行
こう

 to be a good son/daughter 
同
どう

僚
りょう

 colleagues 
老
ろう

後
ご

 old age
あり方 as it ought to be
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